
一般質問通告事項一覧表
令和４年 第３回 倶知安町議会定例会

番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

1 冨田 竜海 深刻化する役場内の

人材不足、町長の見

解は

2020年３月定例会で行った質問に対する答弁のその後について問う。
・直近の離職者の推移は

平成 30年４月１日時点
正規職員 168名に対する早期退職者割合１．８％
非常勤職員 128名に対する早期退職者割合５．５％

・退職理由と改善点

組織マネジメント能力のスキルアップに向けてどのような研修を行った

か。成果は。

・応募数を増やすために行った施策は。

ＳＥＯ対策、ランディングページの作成、ダイレクトマーケティング、

検索連動型広告など、どのように発信力を高めたか。

・本町の強みを生かしてどのように求人に役立てているか。

町 長

2 〃 倶知安町人口ビジョ

ンにおける町長の見

解は

2020年３月定例会で行った質問に対する答弁のその後について問う。

・アフターコロナを見据えて人口ビジョンの見直しは行ったか。

行っているとすれば今後の予測数値は。

町 長

3 〃 新しい生活様式に対

応した地域経済循環

への考え方は

2020年６月定例会で行った質問に対する答弁のその後について問う。

・民間事業者のＩＴリテラシー向上に向けて行った取り組みは。

・オンライン化推進による町外からの消費促進に向けての取り組みをどの

ように支援したか。

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

4 冨田 竜海 町内の路上駐車対策

と駐車場整備計画に

ついて

2019年 12月、2022年６月に定例会で行った質問に対する答弁のその後
について問う。

・「現在、町主体となって町内にある公共の用地や空きスペースで、駐車利

用の可能スペースを確保して、有効活用していただく仕組みを今年の冬

に向けて整理している。」その後の整理状況は。

町 長

5 〃 観光客誘致における

見解について

2020年９月定例会で行った質問に対する答弁のその後について問う。

・2022、2023年シーズンの観光客（インバウンド・国内日帰り・宿泊、そ
れぞれ）昨年対比の推移想定とその根拠は。

・しばらく続くと予測される冬期間の経済的損失（税収・事業者の収益・

雇用）をどうやって補うか。

・新規顧客の開拓は(観光客が元の推移に戻るまでどこの誰に何をどうやっ
て売るか）新しい分野の開拓をどのように行ったか。

・ワーケーションやシェアオフィス推進に向けてどのようなビジネスサポ

ート機能の充実に取り組んだか。その成果は。

・民間ノウハウを活用したプロモーションやブランディングだけではな

く、町長自身のメディア出演やインフルエンサーの誘致・コラボなど、

地域の長としてＰＲ活動はどの程度行ってきたか。

町 長

6 〃 ロシア－ウクライナ

間対立に対する姿勢

について

大前提として戦争は断固として許されるものではない。

強く非難する姿勢は大切であるが、本町役場内液晶テレビにおいて 2022
年２～３月頃から「１日も早く、ウクライナの人々に笑顔が戻りますよう

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(6) (冨田 竜海)

前頁より

に非核・平和都市宣言の町倶知安町」とウクライナ人にのみ平和を願うか

のようにとれる発信がされている。

この非核・平和都市宣言は日本国憲法を貫く平和精神に基づいて世界連

邦建設の趣旨に賛同し、核兵器を禁止し、世界の人々と手を携えて恒久平

和の実現と人類福祉の増進に邁進することを宣言するとして、昭和 48年６
月 23日に制定されているが、これは例外なく全人類の平和を願うものであ
り、いかなる場合においても特定の排除者があってはならないと考える。

であるならば、このような発信において大切なのは当事者両サイドの平

和を願う姿勢とプーチン政権批判＝一般ロシア人に対するヘイトに繋がら

ないよう最大限の配慮を行うことと考えるが町長の見解は。

7 波方 真如 子どもの安全対策に

ついて
１．登下校時の交通安全対策について

北海道において、交通事故死傷者の小学生が占める割合が近年増加して

いる。そして、子どもが関わる事故について分析では法指定通学路におけ

る歩行者の交通事故は国道全体における発生の 73%にもあたり、年齢は７
歳前後が突出して多く、12歳（６年生）における死傷者数も比較的多くな
っている。また、発生月については７月・11月が比較的多くなっている。
本町では毎年、教育委員会・学校・警察・道路管理者等関係機関が連携

し、通学路合同点検を行い、通学路の安全対策に取り組んでいるが、今ま

での点検によって確認された要対策箇所は適切に対処されているか。

全国での発生月で見ると７月・11月が多いが、本町においての子どもが
関わる事故についてはどうなのか。

２．子どもの見守り・不審者対策について

幸い本町での不審者の情報はあまり耳にしないが油断はできない。いつ

どんな事案が発生するかは想像もできず、保護者からは不安の声も上がっ

次頁へ続く

教育長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(7) (波方 真如)

前頁より

ている。子ども達が不審者に遭遇した時を想定し、指導や訓練を行ってい

るか。また、未然に防ぐための対策についてどの様な取組をしているか。

３．コロナ禍における避難・防災訓練について

新型コロナウイルス感染症への対応で教育活動が制限される中ではある

が、どの様な方法で訓練を行っているのか。

8 森 禎樹 倶知安町独自の農業

支援の検討が必要

本町の基幹産業である農業を取り巻く環境は厳しさを増し、資材価格、

燃料価格、家畜の飼料価格の高騰に加え、肥料価格が対前年比で約８割も

高騰するなど、農業者はかつてないほどの窮地に立たされている。国やＪ

Ａは支援策を打ち出しているが、本町も独自の支援策が必要と考える。

以下、町長の見解を伺う。

１．農業者への直接的支援策は検討しているか。

２．国では肥料価格の高騰対策の支援を決定したが、中身がまだよくわか

らない。町としてのかかわりはどうなっているのか。

国は水田活用の直接支払い交付金について、要件の厳格化を進めている。

これによって交付対象水田から除外される農地については、今後５年間で

畑地化が進むと考えられる。これによって土地改良区の賦課金収入が大幅

に減り、経営が困難になることが予想される。

また、多面的機能支払交付金についても大幅な減額が予想される。

従って農業用水路の維持管理が十分にできないことも考えられる。農業

インフラを守るための政策が必要不可欠です。

以下、町長の見解を伺う。

３．土地改良区への運営支援を検討しているか。

４．農業用水路の維持管理に関しては、農業者任せではなく町も責任を負

うべきと考えるが予算措置も含めた今後の考え方は。

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

9 森 禎樹 図書館と絵本館の総

合的な整備が必要
近年、全国の図書館で新たな取組が活発に行われ話題になっている。図

書館機能の充実を図る取組や、本来の図書館機能とは違った役割を持つ取

組など、住民に寄り添った新しい形の図書館は、地域コミュニティの場と

して、まちづくりの拠点として、大きな期待が寄せられている。

本町においても、さまざまな可能性を秘めた図書館の新設は、これから

のまちづくり、地域活性化の中心的な存在として必要不可欠です。

また、現在ある絵本館は子育て世代のコミュニティの場として重要な役

割を担っている。今後、施設の更新が予定されているが、更なる利便性の

向上と機能の充実が必要です。

図書館並びに絵本館の整備について、町長、教育長それぞれの立場での

見解を伺う。

１．本町に必要な図書館とはどのようなものか。

２．絵本館の利用実態と役割、課題はあるのか。

３．図書館と絵本館の総合的な整備の検討はしないのか。

町 長

教育長

10 作井 繁樹 下水道事業の課題 上水道事業の課題については、財源確保の懸念は残るものの、整備の方

向性は一定程度整ってきた。同様に下水道事業についても課題整理が必要

と考える。

１．公営企業化の進捗

令和６年までの公営企業化移行への進捗状況、並びに独立採算制への使

用料・分担金の検証作業、シミュレーションはいかに。見解を。

２．老朽化の更新計画

終末処理場完成が平成元年、供用開始から 30年以上が経過、処理場の機
器類の定期整備・更新工事は一定程度行われているようだが、それ以外の

設備・コントロールシステム・自家発電設備は未更新。

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(10) (作井 繁樹)

前頁より

数年後には整備区域内全体の管渠も耐用寿命を迎えると思われ、それら

設備についての更新計画も求められる。見解を。

３．山田地区の処理能力

令和 12年度の想定として、「管渠（送水）能力は問題ないが、中継ポン
プ場と処理場は増設する」とされていた。

ただ、いずれの試算も１日単位の均しの処理量想定であり、時間単位で

試算した場合にピークである年末年始の 17～22時、あるいはシャワーや
トイレが集中する朝の時間帯、処理場はともかく、管渠と中継ポンプ場の

処理量は許容範囲か。見解を。

11 〃 急がれる人材確保 あらゆる業界で人手不足・人材不足が危惧されており、特に地方での専

門人材確保は深刻化している。本町も人ごとではない。しっかりと対応す

べきである。

１．外国人スタッフ（町長）

ニセコエリアにおける今冬の外国人スタッフ確保は喫緊の課題だ。外国

人観光客の入国制限緩和が成されたが、その方々を迎え入れるための外国

人スタッフの確保と一定のスタッフ教育期間が求められる。ビザ発行の免

除など入国制限の追加緩和を早急に国に働きかけるべき。見解を。

２．地域おこし協力隊員（教育長）

スポーツ少年団の指導は、学校からほぼほぼ地域へと移行し、中学校の

部活指導も週末の部外指導者への移行が半ば強引に進められようとしてい

る。本町ではスキー授業での指導者も不足傾向で、上手に滑れる子どもと

上手く滑れない子どもの格差が広がりつつあるとも聞いている。本年の第

１回定例会でも提案したが、次年度には必ずスポーツ指導のための地域お

次頁へ続く

町 長

教育長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(11) (作井 繁樹)

前頁より

こし協力隊員を募集すべき。見解を。

３．国からの派遣（町長）

昨年の今頃、２人目の副町長、あるいは専門官的な位置付けでの国から

の職員派遣を模索していたと記憶している。2030年に向けての本町の課題
解決のためには、やはりそうした人材を期待したいところ。次年度からの

派遣に向け、改めて国に働きかけるべき。見解を。

４．人材派遣型企業版ふるさと納税（町長・教育長）

９月２日の北海道新聞でも報道されていたが、「人材寄付」が進みつつあ

り、産業活性化や地域の課題解決が期待されている。

本町としても様々な課題解決のための庁舎内ＰＴのリーダー、あるいは

官民連携協働会議体の座長となるべく人材を期待したいところ。

こちらも次年度からの派遣に向け、関係機関へ働きかけ、企業へ情報発

信すべき。見解を。

12 古谷 眞司 障がい者スポーツ競

技の普及について

昨年開催された東京パラリンピックでは、本町在住の辰己博実選手がパ

ラカヌー競技で活躍され、その功績をたたえて「倶知安町スポーツ栄誉賞」

を授与されました。

また、先般の新聞記事でも、車いす陸上の個人種目で３つの日本記録を

持つ中山和美選手が本町へ移住し、2024年パリ大会を目指すとの報道があ
り、本町にとって誇らしいことです。

本町にとって誰もがスポーツに親しめることは大変大切なことです。

本町の障がい者スポーツの現状と今後の取組を町長、教育長に伺います。

町 長

教育長

13 門田 淳 子育て支援の公約に

ついて

１．町長の子育て支援公約の達成度について

２．今後の子育て環境の充実について

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

14 門田 淳 ふるさと納税につい

て

１．今年度の状況は

２．納付促進において工夫している点は

３．何に使ったのかなどさらなる見える化が必要では

町 長

15 田中 義人 オーバーツーリズム

が生み出す数多くの

困難について

町民アンケートや現状を見ると、持続可能な観光や住民にメリットのあ

る開発が行われているのか疑問を感じる。

各国でもオーバーツーリズムが共通の課題として認識され、自然環境保

護や混雑対策、地元住民との関係性について「数多くの困難を生み出す」

と指摘されており、倶知安町も同じであることは以前も質問した。

町長に下記を質問する。

１．良質な開発の誘致と、持続的な観光産業の発展のためには開発規制が

必要であり、外国資本に対する規制が他国と比べてほとんど無いと言え

る日本においては特に地方自治体による意思表示（条例制定など）が特

に重要。

・観光事業の持続可能性は、キャパシティーコントロールと環境保護に

尽きると考えるが、開発許可済みで確定のオーバーツーリズムをどの

ようにコントロールするのか。

・観光事業者は地元住民が多く、インバウンド観光客をメインに利益を

上げているが、開発事業については資源や需要を外に奪われることに

なると考えるが見解は。

・第 11回の景観地区検討部会では、特定用途制限地域における宿泊施設
について当初予定した規制の 1,000平米から 10倍の 10,000平米の建
築物を許可する案を町が提案したと報じられたが、その理由、根拠、

許可方法を伺う。

２．開発が進むにつれ、行政需要が高まり、上下水道整備に約 70億もの費

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(15) (田中 義人)

前頁より

用を負担しなければならないなど、財政運営にも大きな影響が出ている。

・喫緊の課題、水道事業の整備費用を賄うためにも新たな財源確保に向

け、法定外税の検討 PTが立ち上げられたが進捗は。
・花園エリアは東急が水道事業を担っているが、開発許可が出ている件

数には到底供給しきれない水量。不足した際は町が花園ヘ水を供給す

る覚書があると聞いている。内容と予想される費用は。

・ワイスエリアの開発規制地域も景観地区検討部会のリクエストにより

建設可能性エリアを増やすようだが、それにより水の供給や除雪など

新たな行政需要は発生するか。

３．観光事業者、不動産開発事業者と地元住民との関係性を向上させる政

策が示されず、むしろ観光事業者と不動産開発事業者においても価値観

の違いから少なからず問題も出てきている。

・観光からの地元住民、不動産開発からの地元還元策をどのように考え

ているか。

16 〃 町営プール建て替え

までの代替場所につ

いて

町営プールの建て替えのための基本構想が進められているが、ホテルニ

セコアルペンが来年度より長期休館となることが決まった。

建て替えまでは少なくとも３年以上は要すると考えられ、その間は近隣

自治体の公営プールを借りるという選択肢が予想されている。

しかしながら、学校の水泳授業の他、水泳教室などのニーズもある中で

は配慮が足りないのではないか。

町長、教育長に下記を質問する。

１．倶知安小学校のプールを利用することの可能性について（教育長）

２．その際の費用について（教育長）

３．来年度に向けて理事者としての考えは（町長）

町 長

教育長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

17 鈴木 保昭 議会答弁について 定例議会での一般質問の答弁書は課長が書く、町長が添削する、町長の

言葉で答弁する。そのような認識でいる。

その時点で町長の言葉で意識が、質問者の意図がどこまで伝わるのか。

課長が書く、答弁書作りはとても勉強になる機会なので、若い頃から関わ

らせるシステム。答弁書を書く時の基本は「聞かれていることに答える」

○やたらと回りくどいパターン（取り巻く環境やこれまでの経緯などの周

辺情報を延々と続ける）

○噛み合っていないパターン

○財政状況、人員不足、できない理由をいくつも重ねる

議員にとっては、議場での質問の機会は非常に貴重な時間です。少しで

も意味のある答弁を引き出そうと色々考えています。

そうした中、聞きたいことと違う内容を長々と聞かされてはストレスが

溜まるばかりです。信頼も失う。

質問者に敬意を持って、正面から真摯に答えることが最も大切だと思い

ます。

町 長

18 〃 輝ける倶知安 倶知安駅前地区再開発基本構想が素案ではあるが進んでいる。

地方における再開発は観光リゾート都市として新幹線、高速道路等のニ

セコエリアの玄関口としてインフラ整備の中で最重要と考える。

2030 年新幹線開業、倶知安の顔づくり、観光事業の町なかへの取り組み、

賑わいと交流拠点、環境に合わせた居住環境の整備等。

店舗、公共施設（図書館）、温泉（温浴施設）、オフィス、ホテル、屋根付

き駐車場等々、生活利便施設、町民街中施設、民間と国・北海道・地方自治

体（倶知安町）が再開発計画に一丸となって進める。

子ども達がこの町に誇りを持てる計画に民間と一緒になって推し進め

る。町長の考えは。

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

19 鈴木 保昭 公約達成率 文字町政、この４年間の総括。

令和４年４月 28日の文字一志通信

もんじ町政３年間のまとめ、そして最終年へ。公約の一丁目一番地であ

る「くっちゃん子条例」が９月定例会で提案せず、この条例を提案する工

程表あるなしで委員会でも。町長のリーダーシップ欠如。

公約不実行につながる、「くっちゃん子条例」に期待していた有権者、12

月に提案しても任期には間に合わない。

この４年間で文字町長の町長としての成果は見当たらない。６月定例会

で再出馬を声明したが早かったのでは。町民の信認、信用して認めること

になるのか。

町 長

20 〃 観光協会に拍手

「二階建てバス」

令和４年度北海道観光振興機構「地域の魅力を生かした観光地づくり推

進事業（ＤＭＯ枠）」の一つ、「ニセコエリアにおける二次交通の強化とエ

ンターテイメントバス実証運行事業」（事務局：一般社団法人倶知安観光協

会）では、ニセコリゾート観光協会と共同で今夏の本格的な観光再開を目

指し、日の丸自動車興業（東京都）からオープントップのバスをリースし

地元のバス会社で運行する「スカイバスニセコ」を７月 15 日から８月 28

日まで 45 日間の運行を無事に終了しました。

初年度の乗車人数目標を 2,000 名に設定した結果、3,883 名（目標比：

194.2％）の乗車となりました。

北海道・ニセコリゾート観光協会と倶知安観光協会は 2022 年７月 15 日

から８月 28日の期間中、ニセコエリアで２階建てオープントップバス・ス

カイバスニセコを運行した。

運行会社はニセコバスと道南バス。昼間は「ニセコパノラマ号」、夜は「ニ

セコナイト号」として一日最大 16 便をシャトル型で運行する。週末・休日

には長期滞在者向けに地元在住の写真家と行くフォトジェニックツアーな

ど複数の「スペシャルモーニングツアー」も実施。

スカイバスニセコは羊蹄山を望むことができる大自然を満喫しながら楽

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(20) (鈴木 保昭)

前頁より

しめる運行ルートで、途中の観光スポットで好きな場所で自由に乗り降り

できることが特徴。ニセコ高橋牧場「ミルク工房」、ルピシア「地ビール引

換券」が乗車特典として付く。

ニセコひらふに長期滞在する旅行者にも便利で、日中は「ニセコパノラ

マ号」に乗って道の駅ニセコビュープラザで新鮮な野菜やニセコ土産の買

い物、夜は「ニセコナイト号」でニセコ駅前の温泉「綺羅乃湯」へ行くこと

ができる。

本町として、次年度以降も支援を考えているのか。

21 〃 検証 １．花園開発、水道施設等は町は一切関与しない

（今後の花園近辺の大規模開発に関連して水の問題）

２．北海道放射能モニター、福祉センター裏、町があの土地を利用計画に

より撤去を約束していた事項の確認

町 長

22 〃 福祉について 我が町の福祉レベルの認識

遅れているか？進んでいるか？こんなもんです！

町長の理想の福祉の形とは

町 長

23 佐藤 英俊 町内主要施設にロー

ドバイクスタンドの

設置を

近年、近隣の町村ではロードバイクのイベント開催も盛んになり、愛好

者も増加していと聞いているところです。

ロードバイクの車種によっては、スタンドを取り付けることのできない

タイプもあります。バイクスタンドは製品として販売はもちろんですが、

ホームセンターで材料購入し作製も可能です。

役場、体育館、旭ケ丘公園など、主要な施設に来夏、スタンドの配置を

されてはいかがでしょうか。

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

24 佐藤 英俊 外国人患者通訳サー

ビス事業補助金につ

いて

今年度の決算審査特別委員会において、件名の事業補助金は本町全ての

医療機関を対象として行われていない事業であることを理解するに至っ

た。

町長部局から、今後の検討する旨を答弁いただいたが改めて以下の点に

ついて伺う。

１．当該事業の経緯について。

２．本来、医療機関の業務遂行に支障ある案件は、その医療機関において

解決すべきと考えるが町長の見解は。

３．インバウンド旅客が、海外旅行保険加入の有無について承知するとこ

ろではないが、旅行先においての病気、ケガなどで医療機関を利用した

場合、保険の種類によって保障される内容は異なるが、一般的に通訳を

必要としなければ、医療行為に支障があると判断された場合、通訳に必

要とした経費は保険金でカバーされる。

平成 31年３月 28日 厚生労働省医政局総務課長、同省医政局医療経

営支援課長の両名より、各都道府県衛生主管部(局)長宛に通達があり、そ
の中に通訳料請求の件も記載されている。今後、厚生病院と協議を行う

べきと考えるがいかがか。

４．無償で提供されるサービスが良いサービスとはならない。提供される

役務に対し、対価の支払いは当然と考えるが町長の見解は。

５．本事業が実施された背景には、外国患者の手続きに時間を要し、日本

人来院の方々に影響が顕著に出ていることから、少しでも円滑に手続き

などが進むようにと聞き及んでいるが、補助金支出に際し他町村に負担

を求めなかったのか。

また、その後他町村と通訳サービス事業の補助に関しての協議は行っ

ているのか。

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

25 佐藤 英俊 社会教育施設個別施

設計画策定委託業務

について

第３回定例会開会初日の補正予算議案で質問し、個別施設対象数の答弁

をいただいた。改めて以下の点を教育長に伺う。

１．当該の事業の直近実施年は。

２．事業は継続中であるが委託料が確定し、本年度の当初予算 5,356千円
から 296千円減額され、当該事業は 5,060千円となった。対象数は 26施
設で割り戻すと、１施設単純に約 195千円の単価となる。対象施設ごと
に作業時間、内容も異なると考え、委託料金は施設毎の単価を合計した

金額か一括した金額かと質問したところ、一括の金額である旨答弁され

た。

見積提出されている内容で、各項目 10万円以上に該当する作業項目と
金額を示していただきたい。

３．調査完了施設の中で耐震不足、緊急に対処すべき課題のある施設の有

無は。

４．８月 10日に開催された厚生文教常任委員会において、旭ケ丘スキー場
ジャンプ台健全調査が報告された。この調査は件名の委託業務に含まれ

た調査と説明されたが、その目的を伺う。

教育長

26 〃 本町施設へのＡＥＤ

の配置状況は

不特定多数が利用する多くの施設には、医療関係者以外の一般人であっ

ても操作が容易な機器です。

本町において設置している状況について以下の点を伺う。

１．設置済み施設数と設置未了施設数は。

２．AEDの交換年数と交換後の AEDの処分は。

町 長

27 〃 職員一人一人が管理

者の意識をもつ

本町が管理している施設の数量は相当数であり、その管理は大変な労力

次頁へ続く

町 長
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答 弁 を

求める者
メ モ

(27) (佐藤 英俊)

前頁より

を必要とする点は理解するところである。

しかし、軽微な破損、修繕すら長期に亘り放置されることのなき様にす

べきであると考える。

施設、機器、備品など点検には専門的な知識、技術を必要とする場合も

あるが、目視点検は全ての職員が対応できる。

定期、不定期を問わず職員がせめて目視点検を行う作業を行ってはどう

か。町長の考えを伺う。

28 〃 旭ケ丘公園

ジャンプ台撤去に向

けた今後のスケジュ

ールについて

９月１日北海道新聞朝刊に旭ケ丘公園のジャンプ台撤去に関する記事が

掲載された。調査の結果、解体を決めたとある。

また、撤去に向けて現地調査、測量に関する委託料約 2,500万円を今定
例会に議案提出予定としていたが、提出を見送ったと報じられていた。

以上の点を踏まえ以下の点を教育長に伺う。

１．予定していた調査委託先選定に至る経過（法により調査は必須となっ

ているのか）

２．委託料見積の 100万円以上の調査項目と金額を示していただきたい。

３．調査の目的は。(直接、解体撤去を実施できる事業者を選択できれば、
調査費の軽減になるのではないかと考える)

４．撤去後の跡地利用については今後の検討としているのか、予定されて

いる計画があるのか。

教育長

29 〃 本町小・中学校の暑

さ対策について

夏は冷涼な気候で過ごし易かった北海道においても近年、真夏日が増え

次頁へ続く

教育長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
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(29) (佐藤 英俊)

前頁より

気温の高い日が連続する気候変化を感じています。

現状における、小・中学校の暑さ対策はどのような状況なのか、教育長

に伺う。

30 〃 町営プール建替につ

いて

８月 10日に開催された厚生文教委員会にて、プール建替基本構想（素
案）が示され、平面図も記載されています。

また、町民の方々からのアンケート集約も別冊で示され、アンケート項

目の「利用頻度（回答者）」では、ほとんど利用していない、が大勢を占め

ていますが意見・要望の項目には非常に多く、意見・要望をお寄せいただ

いています。

以上の点を踏まえ教育長に以下の点を伺う。

１．温浴施設を組み入れる検討を行ったのか。

２．検討を行った結果、建設コスト、予定される建設用地の確保などの要

因により、除外し検討を進めたのか。

３．当初から除外して作業を進めているのであれば、その理由（公衆浴場

（温浴施設）を求める陳情 令和３年 11月 30日採択）

教育長

31 〃 ホテルニセコアルペ

ン底地町有地売却後

収入の使途について

グラン・ヒラフスキー場に所在する、東急リゾートサービス所有ホテル

ニセコアルペンが建つ町有地売却に向け協議は続いていると考える。

以前、鈴木議員から売却後収入に関しての質問に、基金への積み立てを

予定している旨答弁されています。

以上の点を踏まえ以下、町長に伺う。

改めて申し上げるまでもなく、海外企業の不動産投資を受け、軒並み不

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(31) (佐藤 英俊)

前頁より

動産評価額が上昇し、高額な価格となっている。

当該の土地価格も売却されると、町財政には極めて大きな収入となる。

基金への積み立ても重要なことは私たちも十分に理解するところではある

が、大きな収入の背景を今一度振り返り、「暮らす住民の幸せに寄与とする」

使途であって欲しいと願う。

豪雪地倶知安の雪をこの町で暮らす住民のために生かす手段の一つとし

て誕生したのが、現在のグラン・ヒラフスキー場です。

スキー場の設立を担った先人有志は、この町の未来に想いを馳せ、汗し

た苦労に報いる意味で小・中学校の冷房設備の完備、そして建替町営プー

ルに温浴施設完備、この２点だけでも売却収入の一部を活用すべきと考え

る。

町長の考えをお聞かせください。

32 小川 不朽 町民に愛される公園

を

町にはさまざまな「公園」施設がありますが、「都市公園」に特化して質

問します。

都市計画における公園は、住民の屋外における休息や鑑賞、遊戯、運動

その他レクリェーションの用に供するとともに、都市環境の保全・改善に

資するための施設です。

具体的には、都市公園法により定められており、地方公共団体または国

が設置する公園・緑地とその公園施設をいいます。

現在、俱知安町では都市計画区域内公園が 13箇所で･･････【町ＨＰより
引用】

以下を伺います。

１．「倶知安町公園施設長寿命化計画」について

町は 2011年から 10年間の「町公園施設長寿命化計画」を策定しました。

次頁へ続く

町 長
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答 弁 を
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(32) (小川 不朽)

前頁より

これは、長い年数を経過した公園の役割や機能を見直して、町民ニーズ

に沿った修繕や改築計画を立てるための計画として策定されたと認識して

います。

①この計画終了により、どのように総括（成果と今後の課題など）され

たのか伺う。

②今後 10年間の新たな計画が策定されたが、計画実施への意気込みを伺
う。

２．「旭ケ丘総合公園のあり方検討会」について

①庁舎内に「旭ケ丘総合公園のあり方検討会」が設けられたそうだが、

検討会の目的など概略を伺う。

33 〃 「庁議規則」改正に

より、所期の目標が

達成されていますか

文字町長は就任後ただちに「基礎自治体としての公共意思決定過程を町

民・議員・職員に分かりやすく示し、町政運営に対する理解を深め、まち

づくりに対する思いを一つにするため」として、倶知安町庁議規則を令和

元年５月 15日に全部改正しました。

私は同年 12 月第４回定例会で、この件に関して一般質問しましたが、町

長は「まだまだ不十分」、「更なる検討をして進化させたい」（要旨）と答弁

されています。

改めて、これまでの３年半の取り組みについて伺う。

１．１カ月に２回ほどの会議を開催したいとしているが、これまでの開催

状況について。

２．所期の目的が達成された庁議の設置となっているか。

３．議事録要旨が遅滞なく町民に公開できているか。

町 長

34 〃 防災行政無線と「あ

いの鐘」の復活につ

いて

防災行政無線は、「各自治体が『地域防災計画』に基づき、それぞれの地

次頁へ続く

町 長
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(34) (小川 不朽)

前頁より

域における防災、応急救助、災害復旧に関する業務に使用することを主な

目的として、併せて平常時には一般行政事務に使用できる無線局である」

と認識している。

防災行政無線は、屋外拡声器や戸別受信機を介して、市町村役場から住

民等に対して直接・同時に防災情報や行政情報を伝えるシステムであるこ

とから次に伺う。

１．倶知安町の防災行政無線は 2014 年に現在のデジタル式に切り替えられ

た。屋外拡声器は倶知安町において現在、何基設置されているのか。

また、それらは町全域を網羅できているのか。

２．戸別受信機の普及状況（貸出状況）を伺う。

３．「あいの鐘」（毎日定時のチャイム）放送は一般行政事務に使用できる

としての放送と理解しているが、過去の放送（朝夕「アルプスホルン」、

昼「ウェストミンスター寺院の鐘」、夕「家路」、「アルプスホルン」、夜

「子守歌」）が放送中止に至った経過と、今年７月から復活した経過と今

後の放送計画について。

35 笠原 啓仁 『議会の通年会期制』

町側はどう考えます

か

定例会、臨時会の区分を設けず、１年間を会期とする「通年会期制」を

導入する議会が増えています。

導入による議会側の効果として、以下のようなことがあると言われてい

ます。

①首長の招集でなく議長権限により本会議を招集できる

②十分な審査時間が確保され、監視機能、政策立案機能などの議会機能

が強化される

③専決処分がなくなる

④自然災害時などの緊急時に迅速に活動できる

⑤案件の審査をいつでもできるようになり、委員会活動が充実する

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(35) (笠原 啓仁)

前頁より

一方、議会に対応する執行機関側にも「通年会期制」導入によるメリッ

トがあると言われています。

町側として「通年会期制」についてどう考えますか。

36 〃 『災害対策』

無線の活用と避難訓

練は十分ですか

災害対策としての「防災無線」の活用と「防災の日」の訓練についてお

尋ねします。

１．「防災無線」の活用について

佐藤議員の提案により、食中毒警報の周知に防災無線が活用されていま

す。一方、防災無線の本来の目的である災害警報の周知は十分に行われて

いるのでしょうか。

先日の台風 11 号による暴風の警戒について、防災無線による放送がなか

ったように思います。このような時こそ防災無線を活用した警戒情報を発

するべきではないでしょうか。

２．「防災の日」の訓練について

９月１日は「防災の日」です。この日は全国各地で避難訓練などが行わ

れています。本町はこの日に訓練を行ったことがあるでしょうか。

大きな災害がある町ではありませんが、町民の生命と財産を守る町とし

て防災意識が薄いのではないでしょうか。

「防災の日」の訓練、町長はどうお考えでしょうか。

町 長

37 〃 『福祉灯油』

支給条件の見直しが

必要では

灯油価格の高騰が続いています。今年の冬も支給条件の１リットル当た

り 100円を超えるのは確実です（私の取引業者の９月８日時点の価格は
123円です）。
灯油だけでなく、食料品など生活必需品の価格も軒並み上がっています。

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(37) (笠原 啓仁)

前頁より

生活は苦しくなる一方です。

「福祉灯油」（冬季生活支援費助成事業）の支給額を含めた支給条件を見

直す（緩和）べき時期と思います。いかがでしょうか。

38 〃 『ひとり親家庭』

町による支援が必要

です

「ひとり親家庭」で身近に親戚など頼る相手がいない状況でコロナに感

染した方から、たいへん辛い思いをしたという話しを聞きました。

そこで、以下の点についてお尋ねします。

１．子どもの預け場所について

ひとり親家庭の親御さん（身近に頼る人がいない方）が入院した場合な

どに、子どもを泊りで預けられる場所は本町にありますか。

２．ベビーシッターと行政の関わりについて

子どもを気軽に預けられる方法に、ベビーシッターの活用があると言わ

れています。本町でのベビーシッター事情はどうなっているのでしょうか。

また、このベビーシッターの増員に向けて町としてどのようなことがで

きますか。

３．泊りで子どもを預けられる公的施設の設置について

ひとり親家庭の親御さんに何かあった場合、子どもを泊りで預けられる

公的施設の設置（たとえば保育所の夜間運営）は無理でしょうか。

町 長

39 〃 『こども園の土曜保

育』

来年度からの完全実

施を

私の任期も残りあと８カ月となりました。「本町における新たな子育て制

度の完全実施」は私の今期の公約の一つです。

町内３こども園のうち、土曜保育が未実施となっているのは１園のみで

す。この園の土曜保育実施で、本町の新たな子育て制度は完全実施となり

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(39) (笠原 啓仁)

前頁より

ます。

来年度からの完全実施に向け、町としての取り組みを強めるべきと思い

ます。いかがでしょうか。

40 〃 『転車台』

残せませんか

「転車台」は本町の鉄道の歴史を示す貴重な遺産です。

何とか残すことはできないでしょうか。

町 長

41 原田 芳男 住民の暮らしを守る

町政の実現を

福祉ハイヤーの所得制限の廃止や除雪の充実、特に玄関前の置き雪の解

消や高齢者世帯の住宅の除雪援助など、快適な暮らしをサポートすること

や子育て支援の充実（夜間、延長）が町の発展につながると考える。

町長の答弁を求める。

町 長

42 〃 公共施設のトイレに

緊急通報装置の設置

が必要

新しい庁舎になり、訪問者も増え３階のホールは多くの町民が訪れてい

ます。高齢化社会が進む今日、トイレでの急病などに対応する緊急通報の

ための装置が必要ではないでしょうか。

現在、倶知安町の公共施設の現状はどのようになっているでしょうか。

スーパーも含めたすべてのトイレに緊急通報装置があれば良いと思うが、

まずは町が率先して実施し、民間にも呼び掛けてはと考える。

町長、教育長の答弁を求める。

町 長

教育長

43 〃 町営プールの今後の

スケジュールと来年

の利用について

１．教育長からの教育行政報告で、新しいプールの建設場所の第一候補地

は世代交流センター敷地と報告がされた。

今後のスケジュールはどのように考えているのか。また、いつ利用で

きるのか明確にしていただきたい。

次頁へ続く

教育長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(43) (原田 芳男)

前頁より

２．来年度は現在利用をお願いしているアルペンホテルのプールが施設改

修のため利用ができません。京極町など、複数の町と協議中であると報

告があったが、徒歩や自転車で施設の利用をしたいと考えている方はど

のように利用したらいいのか答弁を求める。

44 〃 肥料価格高騰対策の

的確な情報提供につ

いて

ロシアのウクライナ侵略によって世界の燃料や生産資材の高騰は大きな

影響を与えている。

特に肥料価格の高騰は営農の継続にも重大な影響を与えている。政府は

「肥料価格の高騰による農業経営への影響緩和のため、化学肥料の低減に

向けて取り組む農業者の肥料費を支援する」としている。

支援の対象は令和４年６月から令和５年５月に購入した肥料としてい

る。国はこの実施に当たってさまざまな条件を付けており、実施に当たっ

ては適切な情報提供と相談窓口が必要と考える。

町として農協や肥料販売会社と連携して適切な対応をされることが大事

だと考える。町長の答弁を求める。

町 長

45 〃 安倍元首相の国葬に

ついて

岸田首相は安倍元首相の国葬を９月 27日に行うと表明しました。凶弾に
倒れた安倍元首相のご冥福を心から祈るものです。

今回の事件は決して許すことのできない蛮行であり、二度とあってはな

らないことです。

今回の事件の背景には世界統一教会への多額献金によって家庭崩壊に追

い込まれた多くの人々があることも浮き彫りになりました。

岸元首相の時代から自民党と統一教会、またそのフロント組織である勝

共連合との関わりが明らかになりました。

このことを受けて岸田首相は国民に陳謝し関係を断つことを表明しまし

た。このようなことを背景にして法律に規定もなく世論調査でも多くの国

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(45) (原田 芳男)

前頁より

民が反対を表明している国葬を強行することは許せないことであります。

また、国民に対して弔意を強制することは憲法上もあってはならないこ

とです。町としても学校や役場庁舎における半旗の掲揚など町民への弔意

の押し付けにつながる行為は慎むべきと考えます。町長の見解を伺う。

46 坂井 美穂 備えない防災と新た

な防災訓練について

災害はいつ起こるかわからない。命を守るために災害に備えるべきだと

思っていても、実際に備える行動をとっている人は多くないとみられる。

特別な備えを用意するのではなく、普段から使うものを災害に役立てよ

うとする『フェーズフリー』という視点がこれからの防災に対する考えと

して注目されている。

新型コロナウイルス感染症拡大や自然災害などが多発する中、有事に「備

える」のではなく、日常生活の中で捉えていくことが重要と考えられる。

また、ウィズコロナの時代である今、防災訓練のあり方も検討していく

必要があるのではと考え、以下を問う。

１．フェーズフリーという概念は、まちづくりの点からみてどのように捉

えるか（町長）

２．防災備蓄の現状と今後取り入れられることはないか（町長）

３．学校教育においてのフェーズフリーの取り組み（教育長）

４．防災訓練の現状（町長）

５．新たな防災訓練として、ＡＲ（拡張現実）などを用いた少人数にも対

応した訓練の検討（町長）

町 長

教育長

47 〃 認知症の人と家族の

一体的支援について

2025 年には 65 歳以上の５人に１人がなるとされる認知症。認知症の人

が尊厳をもって地域で自分らしい生活を送るにはその人を支える家族を含

めた支援が欠かせない。

次頁へ続く

町 長

教育長
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答 弁 を
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メ モ

(47) (坂井 美穂)

前頁より

当事者とその家族がより良い関係性で在宅生活を送れるよう、厚生労働

省は今年度から認知症の人と家族への一体的支援をする市区町村への補助

に乗り出している。

このことから以下を伺う。

１．この補助事業に対する当町の考え（町長）

２．活動の場としての認知症カフェ等の現状（町長）

３．認知症地域支援推進員の現在の役割（町長）

４．認知症サポーター増加への取り組みと登録状況（町長）

５．教育現場での認知症理解の取り組み（教育長）


